
日 看 協 発 第 391号

令和 6年 12月 25日

全国訪問看護事業協会 御中

公益社団法人 日本看護協会

会 長 高 橋 弘 枝

(公印略)

令和 6年度 厚生労働省特別対策事業

「看護師等の離職時等の届出制度に関する認知度調査」周知へのご協力依頼について

時下 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より本会事業の推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、本会では、この度、「看護師等の離職時等の届出制度に関する認知度調査」を実施すること

となりましたのでお知らせいたします。

少子化がさら1こ進み、看護師等の確保がさらに厳しくなることが予測される中で、離職した看護師

等を把握し、再就職につなげていくことが喫緊の課題となつています。本調査では、離職時の届出

制度に関する認知度等を把握し、今後の潜在看護職の把握方法やより良いサービス提供の検討に

関する基礎資料を得ることを目的にしています。現在、就業中の離職経験のない看護師等を含め、

すべての看護師等が対象となります。

つきましては、貴団体におかれましては会員施設等にご勤務の看護師等の皆様にご周知いただ

きたく、ご高配賜りますようお願い申し上げます。

〈参考〉

● 日本看護協会ホームページ

「看護師等の離職時等の届出制度に関する認知度調査」

れttpSi//― .nurse.or.jp/research202501.ht■ 11

「離職時等の届出制度」

https://― 。nurse,or.jp/nursing/nc/todokede/index.htHll

。 周知用チラシ(別紙 )

*本チランは、「看護師等の離職時等の届出制度に関する認知度調査」ページより

ダウンロードいただけます。
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